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い
劃
跳
工
事
に
着
手
、
つ

伝
ぐ
本
目
の
喜
び
を
迎

　
凌

一
㌧
寂
鴨
乞
と
が
で
き
た
の

・
で
ら
り
ま
す
o

’
．
一
甑
砂
わ
ぱ
こ
の
教
育
の

、
殿
箆
は
、
全
村
民
の
教

ド
育
茜
対
す
る
熱
情
の
結

■
’
晶
甚
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
へ

F
．
統
唱
中
学
校
の
輿
現
は
、

e
郡
丁
で
本
校
が
そ
の
先

一
が
り
を
な
し
た
も
の
で
、

、
■
甘
蓬
し
て
深
て
敬
意

を
衣
ず
る
と
と
も
に
、

』
，
心
か
ち
感
謝
坤
上
げ
凌

■
ド
．
』
慨
水
秀
麗
凝
つ
て
偉

人
を
生
ず
へ
と
い
う
書

．
葉
ぞ
あ
り
ま
す
が
、
本

｛
校
（
》
浴
に
赤
城
、
日
光

一
の
轟
亙
を
の
ぞ
み
、
西

　
に
歌
父
の
山
な
み
を
仰

ぐ
文
字
通
り
す
ぐ
れ
た

自
菰
環
境
で
あ
り
ま
す
o

　
し
本
も
近
代
建
築
技
術

　
の
牌
を
つ
く
し
た
堂
々

た
る
校
舎
で
あ
り
ま
す
。

　
　
り

．
こ
（
）
教
育
環
境
に
あ
る

だ
り
で
、
す
で
に
す
ぐ

れ
た
教
育
効
果
を
期
待

で
老
る
の
で
あ
9
ま
す

，
が
、
一
更
に
今
後
、
ご
参

列
の
各
位
を
は
じ
め
、
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∵
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式

辞

　
’
瑞
気
溢
ふ
る
る
新
春

　
を
沿
迎
え
し
て
、
本
日
．

　
こ
こ
に
来
賓
各
位
の
御

　
臨
場
を
仰
ぎ
、
関
係
者

ー
各
位
を
は
じ
め
村
民
多

　
数
の
御
列
席
を
得
ま
し

　
て
、
統
合
江
南
中
学
校

　
新
築
落
成
の
式
典
を
挙

　
げ
る
に
あ
た
り
、
■
式
辞

　
・
を
申
し
述
ぺ
る
こ
と
は

　
村
長
と
し
て
こ
の
上
も

　
な
い
よ
ろ
こ
ぴ
で
あ
り

　
ま
す
。

　
　
昭
和
三
十
年
一
月
、

　
江
南
村
誕
生
の
時
か
ら
．

’
御
正
、
小
原
の
両
．
牢
学

　
を
統
合
し
て
、
理
想
的
．

　
な
学
校
を
設
立
し
よ
う

；
宏
い
う
こ
と
は
、
．
村
を

　
融
げ
．
て
の
宿
願
で
あ
り

　
ま
し
た
。
　
　
’
ケ
噛

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
0
，

　
中
学
校
教
育
は
義
務
数

・
育
で
あ
ゆ
藤
二
覧
櫃
小
・

　
原
村
に
し
ま
し
て
も
、
卜
△

　
旧
御
正
村
に
い
た
し
ま

㌧
甲
蓋

’

　
し
て
も
、
学
制
改
草
以
、

■
来
鋭
意
こ
れ
協
充
実
に

　
　
つ
と
め
て
参
ク
ま
し
ぞ
、

　
　
そ
れ
ぞ
れ
に
施
設
設
備

　
’
も
整
え
、
・
教
師
、
父
兄
、
、
．

　
生
徒
の
三
位
蝉
体
の
努

　
力
に
ょ
つ
て
、
そ
の
教
ド

　
育
効
果
も
高
い
水
準
を
．

　
保
つ
て
琶
た
の
で
あ
ψ
”

　
ま
す
ρ
’

　
　
　
し
か
し
、
中
学
校
教

　
育
の
内
容
は
極
め
て
広
轄

　
　
い
分
野
に
わ
た
つ
て
か
・

　
り
ま
し
て
、
例
え
ば
そ

　
、
れ
ぞ
れ
の
教
科
を
担
当
．

　
す
る
専
門
的
な
教
員
紐
：

　
織
の
確
立
。
産
業
教
育
．

　
　
の
施
設
、
設
備
の
充
実
・

　
等
々
、
小
規
模
学
校
に

　
て
は
充
分
に
そ
の
目
的

　
を
達
成
で
き
な
い
問
題
甲
．

　
が
数
多
く
あ
、
る
の
で
あ

　
り
ま
す
。

　
　
　
こ
の
よ
う
左
問
題
を
一
．
，

　
解
決
す
る
た
め
、
国
も
．
ゆ

　
小
規
模
中
学
を
統
合
し
．

　
　
て
、
適
正
な
規
模
の
学
ゲ
．

　
校
を
設
立
す
る
方
針
を
．

　
　
と
つ
て
む
り
ま
す
が
、
一

　
し
か
し
す
で
に
、
そ
れ
．
響

　
ぞ
れ
一
応
整
つ
た
施
設
，

　
・
・
設
備
を
も
つ
て
、
現

　
に
支
障
な
ぐ
そ
の
機
能

　
を
発
揮
し
て
い
る
二
つ

　
　
の
学
校
を
統
合
し
て
、

　
全
く
新
し
い
構
想
の
も

　
と
に
教
育
の
場
を
つ
ぐ
h

　
る
と
い
う
こ
と
は
、
、
現

　
実
的
に
極
め
て
容
易
な

　
ら
ぬ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
，

　
村
政
当
事
者
と
し
ま
し

・
て
も
、
限
ら
れ
た
財
政
．

。
の
中
で
。
こ
の
大
事
業
を
、

　
．
完
成
さ
せ
る
た
め
に
ぱ
、

　
最
善
の
努
力
を
つ
く
し
．

．
ま
す
が
、
結
局
、
村
民

・
各
位
の
ご
協
力
を
仰
が
．
■
『

　
ボ
な
り
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
・

　
酒
で
し
た
ゆ
こ
の
点
を
深
、

．
『
．
ぐ
ご
理
解
い
た
だ
き
歯
，

　
｝
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
、

　
て
来
た
つ
も
り
で
あ
グ
」

村
民
一
体
と
な
つ
て
教

．
育
内
容
の
充
実
と
、
教

育
実
践
の
精
進
を
は
か

り
、
名
実
と
も
に
●
モ
デ

ル
中
学
と
し
て
の
実
を

あ
げ
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
∩

　
こ
の
新
し
い
校
舎
で

勉
強
の
で
き
る
生
徒
諸
．

君
は
、
言
別
け
て
う
れ

し
ぐ
胸
ふ
ぐ
ら
む
思
い

で
あ
り
ま
し
よ
う
。
．
理

境
は
人
を
作
る
と
い
う

．
例
に
漏
れ
ず
、
大
い
に

．
頑
張
つ
て
延
び
行
く
こ

と
を
念
願
い
た
し
ま
す
“

　
最
後
に
重
ね
て
県
御

当
局
を
始
め
、
関
係
者

各
位
の
熱
情
と
、
村
民

各
位
の
献
身
的
宏
ご
協

力
に
対
し
、
心
か
ら
感

謝
の
意
を
捧
げ
る
と
と

も
に
、
犠
性
的
な
配
慮

の
も
と
に
こ
の
工
事
を

完
成
し
て
ぐ
だ
さ
つ
た

各
種
の
業
者
に
対
し
、

深
甚
の
謝
意
を
表
し
て

叫
式
辞
と
い
た
し
ま
す
o

昭
和
三
十
六
年
一
月
五
目

・
江
南
村
長
　
馬
場
栄
一

・
　
経

過

報

｝告

　
．
本
日
こ
こ
に
、
知
事
殿
を
轄
じ
め
来
賓
の
皆
様
の

，
御
臨
席
の
も
と
に
、
江
南
中
学
校
枝
舎
新
築
竣
工
の

式
典
を
挙
行
す
る
π
当
り
、
建
築
経
過
の
概
要
を
報

告
で
き
ま
す
こ
と
は
、
衷
心
よ
り
ょ
ろ
こ
び
に
堪
え

嵐
い
次
箒
で
あ
り
ま
す
。

訟
本
校
建
築
の
儀
は
、
江
南
村
誕
生
と
と
も
に
、
簸

．
会
そ
の
他
関
係
団
体
に
よ
り
話
し
あ
い
が
持
た
れ
、

．
村
民
等
し
ぐ
統
合
中
学
校
建
設
の
実
現
に
、
多
大
の

関
心
を
寄
せ
て
か
り
ま
し
た
の
で
、
昭
和
三
十
一
年

ぎ
ハ
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
、
幸
に
地
主
栗
原
佐
吉

氏
ゆ
福
田
ふ
み
江
氏
の
協
力
に
よ
汐
昌
譲
渡
契
約
が

成
立
、
．
敷
地
を
決
定
す
る
に
い
た
り
続
い
て
、
昭
和

三
†
四
年
七
月
よ
り
、
東
松
山
市
伊
田
組
の
手
に
レ
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

謹
驚
霧
絵
講
誠
熱
鐸
礫
麟
讐
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■
γ

，
．
り
同
年
九
月
敷
地
の
整
備
完
了
い
た
し
ま
し
た
喰

　
　
こ
の
間
先
進
校
視
察
三
回
乞
実
施
し
、
・
計
画
の
参

　
考
と
し
た
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
特
に
県
教
育
局
の
・

　
校
舎
配
置
、
そ
の
他
に
つ
い
て
絶
大
な
御
指
導
を
い

　
た
だ
い
た
こ
と
は
、
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
か
ぐ
し
て
施
設
拡
充
委
員
会
を
建
築
委
員
会
に
組
．
．

．
．
織
替
え
し
、
昭
和
三
十
四
年
よ
り
向
う
三
ケ
年
聞
に

　
．
工
事
を
完
了
す
る
こ
と
を
目
途
と
し
計
画
を
樹
立
、

　
着
工
す
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
o
，

　
　
然
る
に
建
築
委
員
各
位
の
熱
意
に
ょ
夢
へ
工
箏
は

　
飛
躍
的
に
進
行
、
、
三
〃
年
の
工
事
予
定
が
輔
年
短
縮

　
さ
れ
、
こ
の
立
派
な
校
舎
設
備
が
完
了
い
た
し
た
こ

　
と
は
、
誠
に
躍
進
途
上
の
江
南
村
に
相
応
し
い
ご
と

　
と
存
じ
ま
す
。

　
　
次
に
》
工
事
別
に
そ
の
概
要
を
申
上
げ
ま
す
ゆ

・
一
、
校
地
f
㌧
大
掌
押
．
切
字
大
原
　
六
、
年
六
．
O
坪
・

　
、
！
　
　
　
・
　
　
一
代
金
　
一
九
五
万
円

と
、
第
、
一
校
舎
　
．
二
惜
建
三
〇
六
坪

　
　
　
　
　
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
萢
工

　
　
　
　
　
請
負
者
　
パ
．
中
　
野
　
組

　
　
　
　
　
．
請
負
金
　
　
一
、
…
晶
O
万
円

二
二
、
特
別
教
室
及
び
使
丁
室
　
　
平
屋
　
一

　
　
　
　
　
．
昭
和
三
十
五
年
｝
月
着
工
し

　
　
　
　
　
請
負
者
　
　
江
南
職
工
組
倉
一

　
　
　
　
　
請
負
金
、
｛
三
バ
虹
万
円

四
、
第
二
校
舎
　
　
，
二
階
建
　
三
〇
六
坪

　
　
　
　
　
昭
和
三
十
五
年
五
月
蒲
工

　
　
　
　
　
請
負
者
，
中
野
組
．

　
　
　
　
　
請
負
金
』
“
、
一
八
O
万
円
－

五
、
管
理
棟
　
　
　
平
屋
．
　
八
一
坪

　
　
　
　
　
昭
和
三
十
五
年
八
月
着
工

　
　
　
　
　
請
負
者
　
　
江
南
職
工
組
合

　
　
　
　
　
■
請
負
金
　
』
三
設
O
万
円

■
六
、
技
術
斜
教
室
．
平
屋
”
．
五
賜
坪
・

　
　
　
　
　
昭
和
三
十
五
年
十
■
『
月
借
工

　
　
　
　
　
講
負
者
　
　
埼
玉
建
肌
賢
K

　
　
　
　
　
請
負
金
　
一
一
五
〇
万
円

六
坪

　
　
そ
の
他
電
灯
、
電
力
、
放
送
施
設
及
び
設
計
監
督

事
務
費
を
含
み
、
総
工
費
三
千
八
百
十
万
余
円
の
巨

額
に
上
か
へ
又
工
事
従
事
者
は
延
六
二
三
一
人
の
多

数
を
要
し
ま
し
た
ゆ

　
　
之
を
要
す
る
に
県
御
当
局
を
は
じ
め
、
来
賓
皆
様

，
6
御
援
助
と
づ
村
民
の
御
協
力
の
賜
と
存
じ
ま
し
て

；
改
め
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
、
経
過
報
告
と
い
た
．

，
し
ま
す
・

　　　昭
　　　和
　江中三
　　学十、
　南校六
　　建年
　村築一

議奪月・

　　貝五
矯日

松議奢
　　貝
本長長

芳
　
治

＿＿一　”．一一・・一｝　幅一’∴｝一

＼

釦
壁
．
一

も
5

、
　
し

〆
一

一～轄7糖

．
■
’
甲
ρ

，
　
，
，

－一し
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ソ
　
　
　
　
　
　
』
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．
‘

噌
　
ト
嚇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

，
へ
甲

r
・　

’

溜
．
h
池
・
改
，
修新修

し㌧工

　
『
新
邊
村
建
般
計
画
の
指
定

を
受
け
た
江
南
村
は
き
昭
和

㏄
年
か
ら
3
7
年
ま
で
の
5
年

聞
を
目
標
に
、
甲
，
新
し
い
村
づ

ぐ
り
と
し
て
の
事
業
に
、
前

進
し
て
か
り
ま
す
。
7
マ
．

つ
た
濃
業
に
、
ー
一
新
じ
い
方
向

を
あ
爽
え
‘
黙
酸
村
の
近
代

　
、
■
」
－
・
凹
・
格
畿
輿
漕
■
ニ
ニ
　
　
　
一
．
一
』

事
．
す
す
む
、

い
村
つ

く
　
り
幸

｝
化
の
た
め
に
い
ろ
／
＼
の
共

同
施
設
の
整
備
を
援
助
し
、
～

農
村
の
自
立
意
識
を
た
か
ぬ

そ
れ
を
育
て
て
行
こ
う
と
す

る
庵
の
で
す
。

　
し
か
し
、
長
い
期
間
に
わ

た
つ
て
の
、
政
府
の
食
糧
増

産
制
策
の
も
と
に
齢
く
れ
た

土
地
制
度
と
、
過
剰
人
口
の

制
約
に
よ
つ
て
発
展
を
さ
ま

だ
げ
ら
れ
て
い
た
農
業
施
策
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め
て
短
い
期
間
に
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一
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し
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齢
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家
族
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る
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新
年
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迎
え
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思
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ま
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の
駄
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あ
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ま
す
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．
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を
ど
の
遥
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に
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と
か
．
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え
に
な
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れ
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し
よ
う
か
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去
年
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が
家
の
生
産
ど
収

あ
ら
套
計
叢
毒
饗
い
一

漁
の
手
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躍
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矯
壷
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滋
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お
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整
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ょ
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後
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だ
リ
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に
　
民
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す
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な
9
ま
せ
ん
Ω

村
中
が
茅
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．
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六
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．
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．
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あ
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．
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迎
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叫
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懐
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。
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安
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簿
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鐙
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。
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の
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．
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鳳
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に
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に
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つ
た
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わ
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い
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。
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つ
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し
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。
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．
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翻
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＋
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反
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／
＼
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だ
よ
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．
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め
は
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た
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れ
で
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毎
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納
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て
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で
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．
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．
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～
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．
．
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～
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／
＼
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。
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．
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～
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～
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後
舘
．
広
報
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役
割
に
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い
て
蕃
（
民
は
依
ぢ
し
む

ぺ
ぐ
知
ら
し
む
べ
か
ら
ず
）

徳
川
時
代
の
行
政
0
あ
9
方

戦
前
の
行
き
方
、
ど
こ
ま
で

・
も
反
省
さ
れ
な
け
れ
ば
左
ら

な
い
民
主
社
会
ぱ
役
場
と
村

民
の
互
の
理
解
に
よ
り
’
な
り

た
つ
役
場
は
村
民
全
体
の
利

益
に
な
る
た
め
に
働
く
機
関

で
あ
る
か
ら
個
々
の
入
肉
に

対
し
て
は
そ
の
意
に
反
す
る

こ
と
も
あ
り
得
る
o
村
昆
は

藻
蒙
憾
鼎
翫
繍
、
ザ
．
一

㌔
役
場
の
や
つ
て
い
る
こ
と
に

　
対
し
多
少
の
知
識
を
も
つ
て

　
い
な
け
れ
ぱ
協
力
も
出
来
な
6

　
い
わ
け
o
役
場
ば
村
民
に
知

　
ら
せ
る
義
務
が
あ
9
村
民
は

　
知
る
権
利
が
あ
る
o
こ
こ
に
’

広
報
の
使
倫
が
易
る
わ
け
。
一
、

本
誌
も
こ
⑪
正
児
号
契
第
入

号
を
新
し
．
い
年
と
共
に
迎
え

！
課
せ
ら
れ
た
使
命
を
反
省
し

・
つ
つ
役
場
の
診
使
い
と
し
て

心
か
ら
か
つ
と
め
し
た
い
，
と

存
じ
ま
す
。
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